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平
成
27
年
10
月
8
日
、
ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
「
50
万
円
」
を
寄
付

昭
和
村
ス
ポ
ー
ツ
推
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第
53
回

昭
和
村
民
文
化
祭

11
月
1
日
か
ら
３
日
に
か

け
て
、
昭
和
村
公
民
館
を
会

場
に
、
第
53
回
昭
和
村
民
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
絵
画
や
書
道
、

陶
芸
な
ど
の
手
工
芸
作
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
の
日
の
３
日
に
は
、

同
ホ
ー
ル
に
お
い
て
昭
和
小

学
校
の
学
習
発
表
会
や
芸
能

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

老人クラブ女性部による「相馬盆唄」

平成27年度  昭和村自治功労者  表彰式

11
月
3
日
に
行
わ
れ
た
文
化
祭

に
併
せ
、「
平
成
27
年
度
昭
和
村

自
治
功
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

村
長
の
式
辞
に
続
き
、
本
村
の

村
政
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
や
、
公

益
の
た
め
寄
附
さ
れ
た
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▶
中
学
生
に
よ
る
迫
力

満
点
の
ダ
ン
ス

▶
小
学
校
全
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
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第
13
回  

か
ら
む
し
品
評
会  

表
彰
式

昭
和
村
か
ら
む
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生
産
技
術
保
存
協
会
長
賞

昭
和
村
教
育
委
員
会

教
育
長
賞

︵
株
︶
奥
会
津

昭
和
村
振
興
公
社
社
長
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Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

昭
和
総
合
支
店
長
賞

昭
和
村
長
賞

五
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善
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玲
子

五
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カ
ツ
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小

林
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萬
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本
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文
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渡
辺

悦
子

市
川

喜
代
子

10
月
14
日
、
第
13
回
か
ら
む
し
品

評
会
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
昭
和
村

か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会
の
役

員
の
方
々
が
「
形
・
キ
ラ
・
柔
ら
か

さ
・
裂
け
具
合
・
強
靭
さ
」
等
の
5

項
目
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
、
11
月
3
日
の
文
化
祭
に
併

せ
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雑
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Ａ
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菜
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澄
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由
喜

農
産
物
品
評
会  

11
月
３
日
、
公
民
館
前
の

テ
ラ
ス
に
お
い
て
農
産
物
品

評
会
が
行
わ
れ
、
村
内
各
所

よ
り
、
見
事
な
農
産
物
が
数

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
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健

康

講

演

会

羽
染
と
し
の
さ
ん
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

羽
染
と
し
の
さ
ん
（
両
原
）

が
文
部
科
学
大
臣
よ
り
地
方

教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
村

長
に
報
告
し
ま
し
た
。

羽
染
さ
ん
は
、
平
成
14
年

よ
り
３
期
12
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
村
教
育
委
員
と
し
て
本

村
の
教
育
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平

成
20
年
か
ら
の
３
年
間
は
教

育
委
員
長
と
し
て
学
力
向
上

対
策
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
駅
伝
に
昭
和
中
竹
内
先
生
出
場  

11
月
15
日
、
第
27
回
ふ
く
し

ま
駅
伝
が
行
わ
れ
、
昭
和
村
は
、

7
町
村
の
合
同
チ
ー
ム
「
希
望

ふ
く
し
ま
」
に
参
加
し
、
昭
和

中
教
諭
の
竹
内
孝
幸
さ
ん
が
出

場
し
、
13
区
（
二
本
松
市
役
所

〜
安
達
支
所
）
を
走
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
総
合
タ
イ
ム
は
5
時

間
50
分
44
秒
で
、
オ
ー
プ
ン
参

加
の
た
め
順
位
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
総
合
38
位
相
当
の
成
績
と

な
り
ま
し
た
。

雪
へ
立
ち
向
か
え
！

除
雪
会
議  

開
催

11
月
13
日
、
昭
和
村
公
民
館

に
お
い
て
除
雪
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
除
雪
に
携
わ
る
業

者
や
関
係
者
が
出
席
し
、
作
業

上
の
注
意
事
項
や
安
全
対
策
な

ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

会
議
の
後
は
下
平
車
庫
に
お

い
て
除
雪
車
の
点
検
項
目
の
指

導
や
、
日
常
整
備
の
方
法
な
ど

の
講
習
会
が
あ
り
、
本
格
的
な

降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
準
備
を

整
え
ま
し
た
。

12 月から毎月 2 回、道の駅からむし織の
里しょうわ 織姫交流館で “ 縄つくり教室 ” を
開催します。講師の本名文夫さんにワラ打ち
～縄ないまで、基礎から教えていただきます。
初回は、12 月 13 日（日）10：00 ～ 15：00
です。予約でも当日でもＯＫです。体験料
300 円で、手ぶらで参加できます！
親子で楽しめる教室
ですので、皆様ふるっ
てご参加ください。

【お問い合わせ】
 ☎ 0241-58-1655（地域おこし協力隊 紺野） 

【主催】昭和村地域おこし協力隊

10
月
28
日
、
す
み
れ
荘
に

お
い
て
「
健
康
講
演
会
」
が

行
わ
れ
、
約
50
名
の
地
域
住

民
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
診
療
所
内
科
医
師
の

今
井
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

日
頃
の
診
療
の
中
で
感
じ
て

い
る
昭
和
村
の
医
療
の
現
状

か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
や

昭
和
村
に
多
い
肺
炎
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
メ
モ
を
と
る
な

ど
し
て
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊からのお知らせ
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津
川
番
所
と

八
十
里
越

農
家
商
人

 

「
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

正
月

金
山
谷
商
人
鑑
札
の

交
付
願
と
商
人
名
簿
」
と
い

う
資
料
が
金
山
町
中
川
の
中

丸
家
文
書
に
あ
り
、
野
尻
組

（
現
在
の
昭
和
村
）の
商
人（
百

姓
で
商
業
も
営
む
）
十
二
人

が
記
録
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
現
在
で
は
誰
の
家
に

あ
た
る
の
で
し
ょ
う
か
？
皆

さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

野
尻
村

丹
六
、
庄
助
、

定
八
、
増
右
衛
門

松
山
村

太
兵
衛
、
源
八

下
中
津
川
村

惣
助
、
甚

右
衛
門

小
中
津
川
村

惣
之
助
、

善
右
衛
門

小
野
川
村

九
左
衛
門

大
芦
村

善
八

天
保
九
年
は
一
八
三
八

年
、
そ
の
三
〇
年
後
の
明
治

元
年
が
一
八
六
八
年
に
な
り

ま
す
。
越
後
（
新
潟
）
と
交

易
の
際
に
、
阿
賀
野
川
沿
い

の
会
津
藩
の
津
川
番
所
を
通

行
す
る
際
に
通
行
鑑
札
が
必

要
で
、
冥
加
金
三
〇
文
を
負

担
し
入
手
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
越
後
へ
野

尻
組
の
物
産
（
ア
サ
、
か
ら
む

し
、ゼ
ン
マ
イ
等
）
を
送
る
際
、

帰
り
荷
と
し
て
必
要
な
物
資
を

搬
入
す
る
際
に
必
要
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
十
二

人
は
国
外
交
易
を
行
っ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
農
家
商
人
も
い
た
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
天
保
八
年
二
月
に
奥

会
津
一
帯
は
四
回
目
の
幕
府
直

轄
領
（
御
蔵
入
）
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
会
津
藩
が
、
い
や
が

ら
せ
と
も
思
え
る
津
川
番
所
で

の
通
行
規
制
を
御
蔵
入
領
民
に

課
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
五
月
に
田
島
へ
着
任
し
た

平
岡
文
治
郎
代
官
は
、
八
十
里

越
の
開
削
を
行
い
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
に
牛
馬
通
行
が

可
能
と
な
り
、
奥
会
津
か
ら
三

条
や
小
千
谷
へ
の
主
道
路
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
域

外
へ
の
産
物
販
売
の
規
制
も
廃

止
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
各
集
落

の
様
子
は
、
名
主
が
商
人
と

し
て
地
域
の
物
産
を
域
外
へ

売
り
出
す
こ
と
を
し
て
い
る

事
例
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
に

次
ぐ
よ
う
な
村
内
の
有
力
農

家
が
ア
サ
・
か
ら
む
し
・
ゼ

ン
マ
イ
等
を
集
荷
し
販
売
す

る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
農
家
商
人
家
は
越

後
・
関
東
・
江
戸
等
へ
頻
繁

に
ア
サ
の
販
売
で
行
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
な
か
で
た
し

な
み
と
し
て
諸
芸
事（
俳
諧
・

歌
、
画
、
医
術
、
算
術
等
）

を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
芸
術
作

品
も
残
っ
て
い
ま
す
。

『
昭
和
村
の
歴
史
』

（
一
九
七
三
年
刊
）
の

百
十
七
ペ
ー
ジ
か
ら
記
述
し

て
い
る
「
近
世
の
人
物
」
は
、

農
家
で
あ
り
商
人
で
あ
り
芸

術
家
で
あ
る
、
と
い
う
人
た

ち
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
津
川
村
の
束
原
善
右

衛
門
で
す
が
、
六
代
目
善
右

衛
門
は
俳
諧
師
の
蓬
莱
亭
安

則
で
す
。
墓
石
が
小
中
津
川

に
確
認
さ
れ
ま
す
（
写
真
）。

彼
は
天
保
八
年
に
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）
の
南
山
御
蔵

入
騒
動
（
百
姓
願
一
件
）
の

資
料
の
写
し
を
作
成
し
て
い

て
、
こ
の
資
料
は
五
十
嵐
朝

良
先
生
の
手
に
よ
り
『
福
島

県
史
』
十
下
巻
の
千
百
七
六

ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
、
当
時
で

も
百
十
数
年
前
の
一
揆
の
歴

史
的
な
記
録
を
後
世
に
残
す

よ
う
な
仕
事
を
安
則
は
し
て

い
ま
す
。
問
題
意
識
が
高
い

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

野
尻
村
の
小
林
増
右
衛
門

は
佐
源
次
・
佐
次
と
も
称
し
、

和
算
を
教
え
、
冬
季
間
は
観

世
流
謡
曲
・
小
笠
原
流
礼
法

を
村
民
に
教
え
ま
し
た
。

大
芦
村
の
五
十
嵐
善
八
は

幕
末
の
ゼ
ン
マ
イ
集
荷
商
人

で
、
加
賀
藩
士
の
小
杉
半
蔵

の
墓
碑
を
建
て
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
期
に
、
国
有

地
と
さ
れ
た
共
有
地
払
い
戻

し
の
先
頭
に
た
ち
運
動
を
し

て
い
ま
す
。

十
一
月
十
四
日
の
昭
和
村

公
民
館
で
の
昭
和
学
講
座
で

「
村
の
偉
人
」
に
つ
い
て
報

告
を
行
う
た
め
の
調
査
を
今

回
あ
ら
た
め
て
行
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
ア
サ
や
か
ら
む

し
の
繊
維
原
料
販
売
の
利
益

や
、
そ
う
し
た
取
引
関
係
の

人
々
の
行
き
来
の
な
か
で
、

こ
の
村
の
基
層
文
化
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
24
回
～

▶
小
中
津
川
に
あ
る
墓
石

「
安
則
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
る














